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はじめに
　本レビューは、公立図書館における地域資料サービ
スに関する文献を主な対象とする。従来、地域資料、
郷土資料、（地方）行政資料といった用語の定義があ
いまいであったものが、1999 年に日本図書館協会の
図書館員選書として出版された『地域資料入門』（1）に
おいて、後述のとおり、概念が明確化され、以降「地
域資料サービス」といった用語が定着化してきたと考
えられる。同書の巻末には、地域資料に関する先行文
献の一覧が掲載されていることから、本レビューでは
1999 年以降に国内で発表されたものを対象とした。
　また、本レビューでは、地域資料サービスのあり方
について論点を紹介した上で、同サービスに関する調
査研究の動向、同サービスをめぐる課題について記述
し、地域資料のデジタルアーカイブ化など近年の取組
の紹介を行うこととした。
　なお、本テーマと密接な関係を持つ、紙資料の保
存・修復ならびに MLA 連携については、本誌におい
て先行して研究文献レビューが掲載されているので

（CA1680、CA1749、CA1791）、重複を避けた。また、
各図書館で発行されている地域資料（郷土資料）の個
別の目録類、資料紹介のウェブサイトなどは、対象外
とした。

1．地域資料の定義およびサービスの目的
　地域資料サービスの理論について、研究者として最
も多くの発言を行っているのが根本彰である。根本は
前掲『地域資料入門』において、第１章「地域資料サー
ビスの意義」の執筆を担当し、図書館法第 3 条の「郷
土資料、地方行政資料」の用語について整理した上で、
地域資料を、「当該地域を総合的かつ相対的に把握す
るための資料群と捉え、発行者として行政体と民間（出
版社や団体、個人）を問わず、また主題として歴史、
行財政、文学その他を問わず、地域で発生するすべて
の資料および地域に関するすべての資料」と定義し、
地域資料サービスを行う目的は、「当該地域に居住す
る住民の生活を情報や資料の面から支援すること」と
した（2）。根本はさらに自著において、地域資料サービ
スの課題と可能性について、論点を展開している（3）（4）。
　文部科学省生涯学習政策局に設置された「これから
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の図書館の在り方検討協力者会議」の提言『これから
の図書館像』（2006 年）においては、「これからの図
書館サービスに求められる新たな視点」として「地域
資料や、地域の機関や団体が発行しているパンフレッ
トやちらしを提供することも、地域の課題解決や地域
文化の保存の観点から重要となってくる」とされた（5）。
　また、戸室幸治は「地域資料とは、当該地域に関す
るあらゆる資料の総称である」と定義し、「地方行政
資料は、扱っている対象領域によって、郷土資料は歴
史的な視点によって、民間資料は作成主体によって主
に区別されるが、それぞれの資料は主題と刊行主体の
両側面をもち、一方の側面だけでも地域資料の対象と
なる」として、例として当該地域出身の作家の作品も
対象となるとした（6）。

2．地域資料に関する全国調査
　国立国会図書館は 2006 年に、地域資料が、地域（都
道府県レベルあるいは市町村レベル）の図書館を中心
とした資料収集保存提供機関において整理、利用、資
料保存、出版・電子化等、どのように扱われているか
について明らかにするために、日本で最初の全国調査
を行った。調査結果は『地域資料に関する調査研究』

（図書館調査研究リポート No.9）としてまとめられて
いる（7）。
　当リポートでは、単に調査結果をまとめるだけでな
く、なぜ地域資料を問題にするのかについて、調査を
行う前の問題意識を明確にし、そのポイントが論じら
れている。そうした観点から、調査結果では「歴史の
古い図書館では、印刷資料以外にも一定の歴史的資料
の蓄積があるが、それを生かすための経営資源が不足
していた。同時代的に発生する資料についても、これ
を地域の活性化や市民の課題解決に生かすために積極
的に取り組んでいるところは、少なかった」といった
課題が指摘されている（8）。
　その後に実施された全国調査としては、成城大学研
究機構グローカル研究センター研究資料室の、都道府
県立図書館所蔵「郷土資料」に関する基礎的調査があ
る（9）。ただし、これについては、研究機関の「ローカ
ル社会・文化研究のための基礎的調査」を目的とする
もので、調査対象の資料も「民間団体刊行地域社会資
料」と極めて限定的であり、先の国立国会図書館調査
を補完するものとは言えない。

3．都道府県内レベルでの地域資料に関する実態調査
　ここでは、調査結果が冊子で公表されているものに
ついて筆者の把握している範囲で紹介する。
　東京都では多摩地区において、1986 年以来およそ
10 年ごとに地域資料の業務実態についての幅広い調＊堺市立中央図書館
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査が行われており、直近では、2005 年の調査につい
て報告書がまとめられている（10）。
　大阪府では 2005 年に、大阪公共図書館協会の研究
委員会に「地域資料研究グループ」が設置され、2006
年の大阪公共図書館大会において、府内公共図書館の
地域資料所蔵状況等アンケート調査のまとめが発表さ
れた（11）。さらに同グループにより、アンケート調査
は継続され、2008 年には「大阪の人物調査」につい
て（12）、2010 年には「地域資料の収集・保管・情報共
有」について（13）、2012 年には「地域資料の PR」につ
いて（14）、同大会において報告が行われている。また、
2013 年には大阪府立中央図書館により、「大阪府域児
童サービスにおける地域資料実態調査」が行われてい
る（15）。
　福岡県においては、2008 年に、福岡県公共図書館
等協議会「資料収集 ･ 保存委員会」が、県内公共図書
館・公民館図書室（分館等を含む）等に対し、「地域（郷
土）資料についてアンケート調査」を実施し、調査結
果の詳細について、福岡県立図書館ホームページ上で
公開している（16）。

4．図書館界での地域資料サービス研究
　日本図書館協会の資料保存委員会は、前掲『地域
資料入門』の出版にあわせ、『ネットワーク資料保存』
に地域資料についての記事を掲載するとともに（17）（18）、
1999 年度に滋賀県で開催された、全国図書館大会の
資料保存分科会のテーマを「地域資料の保存と利用を
めぐって－地方分権の時代の図書館サービスのため
に」として、研究の深化をはかった（19）（20）。
　『図書館雑誌』2001 年 12 月号では、「地域資料と図
書館」を特集し、合計 5 本の論文を掲載している（21）（22） 

（23）（24）（25）。
　また、2002 年度の全国公共図書館整理部門研究集
会は、「地域資料再発見－新しい時代における資料の
あり方を考える」を研究主題とし、基調講演および３
本の事例発表および全体協議が行われた（26）（27）（28）（29）。
　その後の全国図書館大会では、2003 年度に「地域
資料と資料保存－時間、空間を超えた資料提供のため
に－」（30）、2006 年度に「地域資料のこれから－電子情
報の保存を考える－」（31）、2007 年度に「地域で資料を
どう残すか」（32）をテーマに、資料保存分科会が開かれ
ている。
　さらに、2010 年度に奈良県で開催された、全国図
書館大会の資料保存分科会では「地域資料をめぐる図
書館とアーカイブズ－その現状と未来」をテーマとし、
MLA 連携、とりわけ前年の「公文書管理法」成立時
の衆参両院での附帯決議にも盛り込まれた、図書館と
アーカイブズ機関の連携を視野に入れた報告が行われ

た（33）（34）。

5．図書館における歴史資料の取扱いおよびその課題
　前掲『地域資料に関する調査研究』は、図書館を主
な対象としつつ、博物館、文書館、行政情報センター
も合わせて対象とし、地域の歴史資料を扱う機関の全
体像を明らかにしようとした点でも画期的なものであ
るとされている。
　当調査の研究委員の主査として参加した根本は、全
国で 250 館を超える公立図書館が古文書・古記録を所
蔵していると推測し、図書館法、博物館法、公文書館
法に示されているそれぞれの機関が扱う資料の範囲と
機関の目的、そして資料をどのように扱うのかについ
て整理を行っている。その上で、図書館は資料の範囲
がもっとも汎用的であり、図書以外の「記録」がある
ように、歴史資料も含んでいるが、サービスのレベル
は浅く、学術的な専門性に欠ける部分があるとした。
一方で、歴史資料を系統的に受け入れることができる
施設は文書館しかないが、その設置はきわめて不十分
であり、文書館をつくる前の段階としても、図書館に
歴史資料を扱える職員を配置するべきとした（35）。
　このことについて、歴史博物館学芸員の立場から長
谷川伸は、地域資料をめぐる厳しい状況下で、地域の
現場レベルでの MLA 連携こそが必要であり、図書館
司書・博物館学芸員・文書館アーキビストが、それぞ
れの専門性を尊重しながら、いかに連携して、真の意
味での「地域の情報拠点」の担い手となるかが問われ
ていると問題提起している（36）。
　こうした課題を乗り越え、自治体史編さん事業後の、
収集した歴史資料の保存、整備、活用を図書館の地域
資料サービスの延長として位置づけた先進的な事例と
して、東京都北区立中央図書館の取り組みがあげられ
る（37）（38）。

6．地域資料と収集方針、「図書館の自由」
　津田恵子は、地域資料の網羅的収集と公開・永久保
存体制の確立には、収集方針の重要性と公開の意義、
司書の専門性が不可欠であることを、事例を踏まえて
具体的に明らかにし、「公立図書館の管理運営を、継
続性のない民間へのアウトソーシングに委ねる流れの
中では、難しいと考える」とした（39）。
　さらに、戸室は「地域についての資料・情報の市民
への開放を推し進めていく過程においては、今後『図
書館の自由』の真価が問われる様々な場面が待ち受け
ることになる」と述べ、また地域資料サービスを安定
的に運営していく際に、収集方針とどう向き合うかが
問われることになるとしている（40）。
　また、「図書館の自由」に関し、「資料提供の自由」



カレントアウェアネス　NO.323（2015.3）

24

の原則に沿って、被差別身分や賎称語等の記載を含む
歴史資料について、資料を封印し隠ぺいするのではな
く、資料の正しい利用を啓発し促進していくという到
達点が示されている（41）（42）。

7．多摩地区における地域資料サービス
　前掲『地域資料入門』の編集主体である三多摩郷土
資料研究会は、1999 年の同書の出版を契機に三多摩
地域資料研究会と改称した（43）。同研究会は、東京多
摩地区の 30 の市町村立図書館の地域資料担当者で組
織され、1975 年の発足以来、現在に至るまで地域資
料に関する研修・研究活動を継続している。
　発足から改称までの時期の活動について、同研究会
を戦後公共図書館史と郷土資料の文脈において位置づ
けたものとして、桂まに子の論考があり（44）、庄司明
由は、同研究会の実践を通じた、地域史研究と図書館
との連携の事例を報告している（45）。
　一方で戸室は、同研究会の改称以降の多摩地区の図
書館の地域資料サービスの取り組みについて、本格的
な地域資料サービスの展開を実施しているのは、日野
市立図書館市政図書室のみであるとして、広がりを見
せていないことに疑問を呈している（46）。
　この他、多摩地区の地域資料サービスの個別の実践
にふれたものとしては、前述のものを除いては、日野
市の市政図書室や（47）（48）（49）、小平市における地域資料
サービス（50）（51）（52）、および地域資料と地域史編纂（53）に
ついてなどがある。

8．地域資料のデジタルアーカイブ化
　2000 年 12 月、文部省（当時）の地域電子図書館構
想検討協力者会議は『2005 年の図書館像～地域電子
図書館の実現に向けて～』と題する報告書をとりまと
めた。報告書の第 3 章において、図書館資料のデジタ
ル化の指針を提示し、公立図書館として優先してデジ
タル化（データベース化）し、ホームページ等で公開
するべき資料として、（1）当該図書館にしか所蔵され
ておらず、現状のままでは消失の可能性のある資料、

（2）当該自治体に固有の情報を扱っており、消失の危
険性のある資料、（3）当該図書館に所蔵されている資
料のうち当該自治体に固有の情報を扱っている著作権
の消滅したものなどとし、公立図書館所蔵の地域資料
のデジタルアーカイブ化が推奨された（54）。
　この後、2006 年の前掲『これからの図書館像』を
経て、2012 年の文部科学省告示「図書館の設置及び
運営上の望ましい基準」においては、市町村立図書館
の図書館資料の収集に関して、「郷土資料及び地方行
政資料の電子化に努める」ことが求められ、都道府県
立図書館においても、当該都道府県内の図書館の求め

に応じて、それらの図書館への支援に努める事項の一
つとして「郷土資料及び地方行政資料の電子化に関す
ること」が位置づけられた（55）。
　このように、国の図書館政策において位置づけが明
確化されてきたことにも対応して、各地の図書館にお
いて、地域資料のデジタルアーカイブ化の取り組みが
進み、その事例が報告されている（56）（57）（58）（59）（60）（61）（62） 

（63）（64）。
　一方で、2009 年度に国立国会図書館が行った調査
によれば、デジタルアーカイブを運営している公共図
書館はわずか 10.7% であった（65）。2010 年度には、先
進的な取り組みを行っている公共図書館の事例をより
詳しく調査し、同館の主催する「公共図書館における
デジタルアーカイブ推進会議」において発表された（66）

（67）（68）。さらに国立国会図書館は、資料デジタル化の
手引を作成し（69）、図書館の担当者向けに資料デジタ
ル化研修を実施するなど、公共図書館所蔵の資料デジ
タル化を支援する取り組みを進めている。
　また、図書館員がさらに、デジタルアーカイブの知
識・技能を身につけるために、新たな人材養成の仕
組みが求められている。デジタルアーキビストなど
といった新たな人材養成の理論や実践が示される一 
方（70）（71）（72）（73）、そもそもデジタルアーキビストという
独立した身分は必要なく、司書や学芸員というすでに
確立した身分のなかにデジタルアーキビストとしての
素養を求めていくことになるとの意見もある（74）。

9．住民参加と地域資料
　地域住民が自ら参加して、地域の情報を図書館に集
約し、地域資料として保存、活用していくという実践
は、滋賀県愛荘町立愛知川図書館での「町のこしカー
ド」の実践（75）（76）、東京都日野市立日野図書館の「日
野宿発見隊」の活動（77）（78）、大阪市立図書館の「思い
出のこし」事業（79）などが知られている。
　こうした取り組みは、最近では住民参加による地域
情報のデジタルアーカイブ構築という活動に展開して
いる。大阪府豊中・箕面地域における「北摂アーカイ
ブス」（80）（81）、長野県小布施町立図書館（まちとしょ
テラソ）の活動（82）（83）（84）などがその例となろう。
　住民参加によるデジタルアーカイブ推進の事例はこ
の他にもあるが（85）、上述した事例は、図書館の地域
資料としての蓄積を目的にしていること、図書館を拠
点とし、地域資料・情報を媒介にして、住民がまちづ
くりや地域コミュティ再生などを意識して活動してい
ることに特徴があると考えられる。

10．レファレンスサービスの事例紹介など
　この他、各図書館におけるレファレンス事例（86）（87）、
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地域資料サービスの概要を紹介したものがある（88）（89） 

（90）（91）（92）。なお、『図書館雑誌』で毎号連載の「ウチの
図書館お宝紹介 !」では、各図書館の地域資料のコレ
クションが様々紹介されているが、ここでは割愛させ
ていただいた。
　この 15 年で、図書館の地域資料を取り巻く環境も
様変わりしているが、担当職員に求められることは、
地域のことをよく知り、資料の内容、取り扱いについ
ての知識を身につけ、利用者の視点に立ったサービス
を行うことであり、そのことは今後も変わらないであ
ろう。
　平山惠三は、利用者の立場で、全国各地の図書館を
訪問し、それぞれの地域資料サービスについて感想を
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 講演で「一人は万民のために、万人は一人のために」との
べている部分について、平山の後日追記で訂正している。
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This paper focuses on articles about local collection 
services in public libraries reported in Japan since 
1999 when the Japan Library Association published 
“Chiiki Shiryo Nyumon” (lit. Introduction to Local 
Collections). Here I overview points of discussion 
over local collection services, examine research 
trends and challenges of the services, and introduce 
recent efforts for improving the services such as 
digital archiving of local collections.


